
る
と
、
完
全
に
生
徒
の
嗜
好
は
ア
ニ
メ
映
画
へ
と
移
っ
た
。
映
画
同
好
会
も
二
〇
〇
二

（
平
成
一
四
）
年
に
は
班
員
が
い
な
く
な
っ
て
活
動
を
停
止
し
、
翌
年
に
は
消
滅
し
た
。

　
　
　
　

七　
不
登
校
生
の
増
大
と
単
位
認
定
の
柔
軟
化

　

文
部
科
学
省
（
平
成
十
三
年
文
部
省
か
ら
改
称
）
に
よ
り
「
学
習
指
導
要
領
」
が
十
年

毎
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
全
国
同
水
準
の
教
育
が
保
た
れ
る
よ
う
に
教
育
課
程
（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
）
の
基
準
が
発
表
さ
れ
、
小
・
中
・
高
と
順
次
実
施
さ
れ
、
高
校
で
は
戦
後

七
度
目
と
な
る
学
習
指
導
要
領
が
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
か
ら
学
年
進
行
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
新
設
に
よ
り
、
基
礎
・
基
本

を
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
「
い
か
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力

な
ど
の
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
指
導
要
領
改
訂
に
対
応
し
、
二
〇
〇
二
年
に
野
沢
北
で
も
「
新
教
育
課
程
」
と
「
完

全
学
校
週
五
日
制
」
が
実
施
さ
れ
た
。
二
十
七
代
吉
田
茂
男
校
長
の
時
で
あ
っ
た
。

　
当
時
を
よ
り
身
近
に
振
り
返
る
た
め
に
は
平
成
元
年
以
降
の
歴
代
校
長
の
表
２
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
世
界
や
日
本
、
そ
し
て
本
校
に
関
す
る
出
来
事
も
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。
吉
田
校
長
就
任
一
年
目
、
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
に
は
い
わ
ゆ
る
世
界

表２　平成元年以降の野沢北校長

代 氏　　名 任期（年度） 代 氏　　名 任期( 年度)

23 倉島陽一 平成元～６年 30 髙見澤正彦 平成20～23年

24 高見澤俊雄 平成７～８年 31 青柳　淳 平成24～25年

25 青木　透 平成９年 32 西沢　宏 平成26～28年

26 渡辺史郎 平成10～12年 33 田澤直人 平成29～30年

27 吉田茂男 平成13～15年 34 北澤　潔 平成31～令和元年

28 塩野統美 平成16～17年 35 山﨑裕史 令和２～３年

29 篠原秀郷 平成18～19年 36 柳沢　敬 令和４年～
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同
時
多
発
テ
ロ
が
あ
り
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
二
棟
の
超
高
層
ビ
ル
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ

れ
た
旅
客
機
が
相
次
い
で
突
入
し
、
そ
の
後
超
高
層
ビ
ル
が
倒
壊
、
数
多
の
死
傷
者
を
出
す
と
い
う
人
類
史
上
未
曾
有
と
も
い
え
る

衝
撃
的
事
件
が
起
き
て
い
る
。

　
当
時
の
野
沢
北
を
振
り
返
る
意
味
で
「
新
教
育
課
程
」
実
施
の
数
年
前
ま
で
遡
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
職
員
会
資
料
と
し
て

平
成
十
年
の
教
育
課
程
委
員
会
の
検
討
結
果
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、「
文
武
両
道
を
基
本
と
し
つ
つ
進
路
指
導
面
を
充
実
さ
せ
る
と

い
う
従
来
と
同
じ
意
見
が
多
か
っ
た
。
現
状
は
勉
強
・
勉
強
に
な
り
す
ぎ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
野

沢
北
の
「
新
教
育
課
程
」
編
成
上
、
当
然
の
よ
う
に
理
数
科
が
設
置
さ
れ
た
第
二
十
三
代
倉
島
陽
一
校
長
の
平
成
六
年
以
降
の
『
六

十
五
分
・
五
時
限
授
業
』
の
総
括
も
平
成
十
一
年
度
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
日
本
は
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
以
降
か
ら

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
ま
で
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
時
代
で
、
倉
島
校
長
の
時
代
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
野
沢
北
で
は
「
新
教
育
課
程
」
実
施
と
「
百
周
年
記
念
」
が
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
な
っ
た
が
、
記
念
式
典
の
前
年
平
成
十
二
年
に
は
第

二
十
六
代
渡
辺
史
郎
校
長
の
時
同
窓
会
館
が
竣
工
し
、
本
館
大
規
模
改
修
も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
年
）
十
月

に
は
吉
田
茂
男
校
長
の
時
創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
翌
年
の
平
成
十
四
年
の
「
完
全
学
校
週
五
日
制
実
施
」
に
伴
い
、
従
来
の
『
三
学
期
制
』
に
か
わ
っ
て
『
二
学
期
制
』
が
導
入
さ

れ
た
。
従
来
の
三
学
期
制
と
新
規
の
二
学
期
制
と
い
う
「
二
つ
の
学
期
制
」
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
長
所
や
短
所
に
つ
い
て
様
々
な

意
見
が
あ
り
、
そ
の
時
々
の
職
員
に
よ
っ
て
二
転
三
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
「
完
全
学
校
週
五
日
制
」
に
よ
る
土
曜
日
分
の

授
業
時
間
の
減
少
と
そ
れ
に
と
も
な
う
学
力
低
下
を
防
ご
う
と
『
岳
南
塾
』（
土
曜
補
習
・
土
曜
開
放
講
座
）
も
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

職
員
・
生
徒
の
負
担
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
が
、
進
学
実
績
の
大
幅
な
上
昇
に
功
績
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
か

ら
寒
中
休
業
・
ス
キ
ー
教
室
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
四
（
平
成
十
）
年
四
月
第
二
十
八
代
校
長
に
塩
野
統
美
が
就
任
し
た
。
こ
の
年
か
ら
長
野
県
は
「
十
二
通
学
区
制
」
が
「
四

通
学
区
制
」
に
移
行
し
た
。
当
然
の
よ
う
に
各
通
学
区
を
代
表
す
る
い
わ
ゆ
る
名
門
進
学
校
の
実
績
も
東
大
や
医
学
部
、
有
名
私
大
、

国
公
立
大
合
格
者
の
数
な
ど
で
比
較
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
番
手
・
三
番
手
校
で
も
こ
の
際
に
一
挙
に
進
学
実
績
を
上
げ
よ
う
と
こ

れ
ま
で
に
な
く
進
学
競
争
が
激
化
し
た
。
佐
久
地
域
で
も
野
沢
北
へ
の
期
待
も
高
ま
り
、
間
近
で
は
私
学
の
佐
久
長
聖
高
校
、
東
信

で
は
上
田
高
校
、
他
学
区
で
は
、
諏
訪
清
陵
高
校
、
伊
那
北
高
校
、
飯
田
高
校
に
負
け
る
な
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。
そ
う
し
た
期

待
に
応
え
る
よ
う
に
野
沢
北
は
進
学
実
績
を
上
げ
て
い
っ
た
。
篠
原
秀
郷
が
第
二
十
九
代
校
長
に
就
任
し
た
平
成
十
八
年
四
月
に
進

路
指
導
係
が
出
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
読
売
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
東
大
＋
医
学
部
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
野
沢
北
が
『
全
国
高
校
中
六
十
三

位
』、
深
志
、
長
野
、
清
陵
に
次
い
で
『
県
内
四
位
』
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
績
は
第
二
十
八
代
塩
野
統
美

校
長
の
二
年
目
の
三
年
生
が
上
げ
た
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
は
篠
原
秀
郷
校
長
以
降
の
時
代
に
も
続
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
華
や
か
な
進
学
実
績
の
上
昇
を
「
光
」
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、
不
登
校
の
増
大
と
い
う
「
影
」

の
部
分
も
急
激
に
拡
大
し
、
目
を
そ
む
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
県
内
を
代
表
す
る
各
進
学
校
や
当
時
の
野
沢
北
で
生
ま
れ
て

い
た
。

　
不
登
校
に
絞
っ
て
当
時
の
野
沢
北
を
振
り
か
え
る
と
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
度
の
反
省
事
項
と
し
て
生
徒
相
談
係
か
ら
「
保

健
室
が
駆
け
込
み
寺
」
の
役
割
を
よ
く
果
た
せ
た
と
い
う
シ
ニ
カ
ル
な
記
述
が
あ
り
、
不
登
校
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
平
成

十
五
年
一
月
に
は
吉
田
茂
男
校
長
名
で
『
教
育
相
談
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
』
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
神
経
過
敏
・
接
食

障
害
・
不
定
愁
訴
な
ど
を
原
因
と
し
た
不
登
校
・
い
じ
め
等
生
徒
の
問
題
が
ま
す
ま
す
複
雑
・
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
全
国
的

に
は
様
々
な
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
の
記
載
が
あ
り
、
全
国
的
な
傾
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
野
沢
北
で
の
不
登
校
の
増
加
や

深
刻
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
保
護
者
に
も
不
登
校
増
加
の
認
識
の
共
有
を
強
く
求
め
て
い
る
。
平
成
十
五
年
九
月
に
は
佐
久
病
院
医
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師
大
西
直
樹
氏
に
よ
る
生
徒
相
談
学
習
会
が
実
施
さ
れ
、
発
達
障
害
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
）
の
生
徒
に
対
す
る
対
処
法
な
ど
を
中
心
に
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
余
談
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
県
政
や
教
育
を
考
え
る
上
で
頭
に
入
れ
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
平
成
十
五
年
は
田
中
県
政
の
も
と
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
学

校
自
己
評
価
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、
か
つ
て
「
な
ん
と
な
く
ク
リ
ス
タ
ル
」
で
文

藝
賞
を
受
賞
し
た
田
中
康
夫
知
事
の
鶴
の
一
声
で
県
政
や
教
育
を
担
う
人
々
が
右
往
左
往
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
田
中
県
政
は
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
か
ら
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）

年
ま
で
二
期
続
い
た
。

　
平
成
十
六
年
四
月
保
護
者
宛
に
『
生
徒
相
談
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
』
と
い
う
通
知
が
塩
野
統
美

校
長
名
で
出
さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
に「
野
沢
北
の
生
徒
相
談
体
制
」や「
外
部
の
主
な
相
談
機
関
」

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
不
登
校
に
如
何
に
対
応
す
る
か
が
、
進
学
の
向
上
と
共

に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。六
月
に
入
る
と『
保
健
室
よ
り
』

と
い
う
資
料
が
渡
辺
里
菜
養
護
教
諭
に
よ
っ
て
職
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
保
健
室
来

室
者
件
数
推
移
表
３
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
総
数
は
小
林
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
渡
辺
教

諭
は
そ
の
表
か
ら
十
五
年
度
急
激
に
来
室
者
全
体
数
が
増
加
し
、
と
り
わ
け
内
科
的
愁
訴
者
が
急
激

に
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
注
目
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
資
料
で
は
、
こ
の
表
に
は
載
せ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
相
談
内
容
で
は
「
人
間
関
係
・
友
達
・
部
活
・
家
庭
・
医
療
系
進
路
・
将
来
の
こ

と
・
性
格
の
こ
と
な
ど
」
が
増
加
し
た
こ
と
。
ま
た
、
不
登
校
生
へ
の
相
談
中
、
ケ
ガ
や
風
邪
な
ど

表３　保健室来室者件数推移

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 Ｈ15

内　科 2200 1928 1996 1863 1833 1250 944 1868 2595

外　科 641 409 414 374 314 382 394 467 496

合　計 2841 2337 2410 2237 2147 1632 1338 2335 3091

クラス総数 23 22 21 22 22 22 21 21 21
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病
気
の
生
徒
や
教
員
の
来
室
に
よ
り
相
談
そ
の
も
の
が
中
断
さ
れ
、
相
談
を
再
開
し
た
と
し
て
も
時
間
的
限
界
に
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
切
実
に
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
渡
辺
教
諭
は
そ
の
資
料
で
不
登
校
生
徒
の
抱
え
る
問
題
も
、
以
前
は
対
人
恐
怖
や
拒
食
症

等
の
精
神
疾
患
様
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
不
定
愁
訴
、
診
断
名
が
つ
け
に
く
い
状
態
の
者
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
野
沢
北
の
生
徒
で
も
受
験
に
必
要
な
過
大
と
も
い
え
る
学
習
負
担
を
適
切
に
ク
リ
ア
で
き
た
り
、
適
当
に
ス
ル
―
で
き
る
も
の
に

は
特
に
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
に
は
成
績
を
上
げ
よ
う
と
一
層
頑
張
り
す
ぎ
て
自
分
を
苦
し
め
た
り
、
進
学
校
に
適
応
で
き

な
い
自
分
を
責
め
さ
い
な
む
も
の
も
い
て
、
不
登
校
が
急
激
に
増
加
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
前
述
の
平
成
十
六
年
六
月
の
保
健
室
の
報
告
と
逼
迫
状
況
を
背
景
に
七
月
に
は
『
仮
生
徒
相
談
室
』（
北
校
舎
一
Ｆ
の
科
学
器
材
室
）

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
相
談
室
は
一
つ
で
は
不
十
分
だ
が
、
ま
ず
一
ヵ
所
で
始
め
て
み
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ

て
い
る
。
九
月
に
は
相
談
室
の
利
用
の
仕
方
や
全
校
職
員
向
け
の
生
徒
相
談
学
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
講
師
と
し
て
臨
床
心
理

士
小
池
清
子
先
生
が
招
か
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
の
演
習
と
思
春
期
の
子
供
た
ち
の
症
例
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成

十
八
年
六
月
の
職
員
会
資
料
を
見
る
と
相
談
室
利
用
生
徒
が
六
名
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
代
中
ご
ろ
に
は
生
徒
相

談
室
以
外
に
岳
南
会
館
や
西
館
の
部
屋
が
不
登
校
生
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
七
年
に
な
る
と
不
登
校
生
徒
対
応
が
全
校
的
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
単
位
認
定
や
相
談
室
の
利
用
方
法
が
整
え
ら

れ
、
生
徒
相
談
体
制
に
関
し
て
伊
那
北
高
校
や
高
遠
高
校
へ
の
視
察
も
行
わ
れ
て
い
る
。
単
位
認
定
に
つ
い
て
は
五
月
「
教
室
へ
の

出
席
日
数
と
別
室
登
校
日
数
の
合
計
が
全
体
の
三
分
の
二
以
上
、
た
だ
し
そ
の
三
分
の
二
が
、
す
べ
て
別
室
登
校
に
な
ら
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。」
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
が
な
か
な
か
職
員
全
体
の
合
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、同
年
九
月
の
職
員
会
で
「
教

室
へ
の
授
業
出
席
日
数
が
年
間
の
三
分
の
一
以
上
で
相
談
室
で
の
学
習
を
加
え
全
体
の
二
分
の
一
を
確
保
で
き
た
も
の
で
三
年
間
に

一
度
適
用
」
と
さ
れ
て
出
席
三
分
の
二
以
上
（
三
分
の
一
規
定
の
適
用
）
を
満
た
さ
な
い
も
の
で
も
審
査
対
象
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
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不
登
校
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
が
大
き
く
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
に
出
席
日
数
の
柔
軟
化
も
進
め
ら
れ
た
。
当
時
の

文
科
省
の
単
位
認
定
の
柔
軟
化
の
判
断
が
大
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る

　　
平
成
十
八
年
四
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
入
学
式
資
料
と
し
て
『
保
健
室
の
窓
か
ら
』
が
配
布
さ
れ
、
そ
の
中
で
不
登
校
に
関
し
て

　
「
●
学
校
へ
行
か
な
く
な
る
日　
自
分
の
お
子
さ
ん
が
突
然
こ
う
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
決
し
て
悪
い
こ
と
だ
と
思
わ
な

い
で
欲
し
い
の
で
す
。『
ま
さ
か
う
ち
の
子
が
・
・
・
』、「
私
が
高
校
生
の
頃
は
学
校
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
、
想
像

も
つ
か
な
い
・
・
・
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
中
略
・
・
・
不
登
校
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
人
間
関
係
の
つ
ま
ず
き
や
、

自
律
神
経
失
調
症
、
燃
え
尽
き
症
候
群
等
が
主
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
を
子
ど
も
が
出
し
や
す
い
関
係
で
い
ら
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
同
じ
年
の
四
月
二
十
六
日
読
売
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
「
全
国
高
校
中
六
十
三
位
」
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
同
年

の
六
月
二
十
八
日
に
は
全
校
で
二
十
人
の
不
登
校
生
が
報
告
さ
れ
、
相
談
室
登
校
に
関
す
る
「
二
分
の
一
規
定
」
が
文
書
で
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　
篠
原
秀
郷
校
長
二
年
目
の
平
成
十
九
年
度
に
は
隔
週
土
曜
日
に
三
コ
マ
の
土
曜
公
開
授
業
が
始
め
ら
れ
、
土
曜
公
開
授
業
が
年
間

で
は
十
九
回
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
三
学
期
制
』
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
三
学
期
制
へ
の
復
帰
は
、
夏
休
み
前
に
区
切
り
が
つ
け
ら

れ
る
こ
と
と
一
学
期
毎
に
中
間
・
期
末
の
二
度
の
考
査
が
あ
る
方
が
学
習
の
習
慣
化
に
と
っ
て
良
い
と
の
二
点
が
そ
の
理
由
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
反
面
成
績
処
理
等
が
あ
わ
た
だ
し
い
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
面
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
県
教
委
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
、
教
学
指
導
課
心
の
支
援
室
が
「
不
登
校
児
童
生
徒
」
の
状
況
を
載
せ
て
い
る
。
表
４
は
平
成
十
八
年
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